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　在職中の病気やケガが原因で、一定以上の「障害の状態」になった場合に、障害共済年金を
請求することができます。

　障害共済年金の請求にあたっては
①　本市在職中に初診日があること
②　障害認定日において１級～３級の「障害の状態」にあること
が必要です。障害等級については、地方公務員等共済組合法施行令別表により定められてお
り、身体障害者手帳等の等級とは異なります。当共済組合所定の診断書により等級に該当す
るかどうかの審査が必要となりますので、障害認定日をむかえた時に所属所（市長部局にあ
っては総務事務センター）を通じて（退職されている場合は直接）当共済組合までご連絡く
ださい。

●　傷病によっては、徐々に病状が悪化していくものがあることから、障害認定日には１級～３級の
「障害の状態」に該当しなくても、65歳に達する日の前日までに１級～３級の「障害の状態」に該当し
た場合は、当共済組合に請求することにより障害共済年金が支給される「事後重症制度」がありま
す。この事後重症制度により障害共済年金を請求する場合、年金の支給は、請求をした日の属する月
の翌月からとなりますので、「障害の状態」に該当したときは速やかに届け出てください。

初診日
　初診日とは、病気やケガにより初めて医師の診断を受けた日のことです。

障害認定日
　障害認定日とは、初診日から１年６月を経過した日、又はその期間に傷病が治った若しく
は症状が固定し、治療の効果が期待できない状態に至った日のことです。

●　その期間に傷病が治った若しくは症状が固定し、治療の効果が期待できない状態に至った
日の例
①　人工透析療法をおこなっている場合は、透析を受け始めてから３ヶ月を経過した日
②　心臓ぺースメーカーまたは人工弁の装着をした場合は、装着した日
③　人工肛門または新膀胱の造設、尿路変更術を施術した場合は、造設または手術した日
④　人工骨頭または人工関節を挿入置換した場合は、挿入置換した日

※　退職共済年金の支給開始年齢の特例制度について
　昭和36年４月１日（特定消防職員の方は昭和42年４月１日）以前生まれの方で、上記の障害等級１級～
３級に該当する場合は、退職共済年金の支給開始年齢に特例があります。また、初診日が本市在職中にな
いため、障害共済年金を請求することができない場合であっても、退職共済年金の請求時点で「障害の状
態」にあれば、この支給開始年齢の特例に該当することになります。

　「障害の状態」にあっても請求せずにいると、時効により権利が消滅してしまうことがありますので、ご注
意ください。障害共済年金に該当する症状については、多岐にわたり複雑ですので、該当するかもしれないと
思われる方は、所属所（市長部局にあっては総務事務センター）を通じて、当共済組合までお問い合わせくだ
さい。
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障害共済年金について
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大阪市職員共済組合　共済組合だより（第72号）
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大阪市職員共済組合
〒530-8201 大阪市北区中之島1-3-20

（大阪市役所内）
電話：庶　務　係

（組合員資格等）
（掛　金　等）
（住宅貸付等）
（検　診　等）

　　　医療給付係
（健康保険・扶養認定）

　　　年金給付係
（年 金 関 係）

URL：http://www.city-osaka-kyosai.or.jp/
E-mail：ba0010@ii.city.osaka.jp




